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CL正MATE　HUNTER
　　　大村　　纂

　今回は，スイス連邦工科大学（ETH）の大村　纂教

授にお話を伺った．先生は1965年東京大学理学部地理学

教室を卒業後，カナダヘ渡り，1970年にスィスに移ら

れ，現在はETHの地理学教室の主任教授を務めておら

れる．ご専門は気候学及び雪氷学．昨年7月より日本学

術振興会の招きで東大地理学教室に滞在された．23年ぶ

りに日本に帰って最も幸せを感じるのは，学食でラーメ

ンを食べているときだとか．

問：先生は東大の地理のご卒業ですね．

一ええ，卒論では壱岐の黄土状堆積物について調査し

ました．気候に興味があり，気象学の授業も受けにいき

ました．正野重方先生には自由大気の力学（波動・渦）

を，都田菊郎先生には大気大循環を教わりました．また

松野太郎先生の数値計算の演習をとりました．

問：極地研究に興味をもたれたきっかけは何ですか？

　　人があまり行っていない極地への憧れが大きかった

のでしょう．地理学の伝統はr未体験の土地について，

その地域に結び付いた現象を知識の体系に組み込む」こ

とにあると思います．学部学生の頃，図書室にあるカー

ル・リッターのr世界地誌」（56巻）をところどころ読

みました．そこには単なる地誌とは違って，ドイツ民族

としての彼のものの見方で世界をどう理解したかが現れ

ていて，影響を受けました．目本人の僕にとって未体験

の土地と言えば，熱帯か極地でしょう．南極観測の初期
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に尽力された吉川虎雄， 吉田栄夫，戸谷　洋の各先生方

の影響と，ドイツから帰られたばかりの鈴木秀夫先生か

ら聞いた氷河時代の気候への興味とから，極地研究を志

すことぴこしました．

　特に，氷期・間氷期の10万年オーダーの気候変化は人

間の文明を形造る重要な役割をしているので，その歴史

と原因を知りたいと思いました．大学卒業の頃の問題意

識，すなわちr氷河の生成，維持，消滅の条件は何か」

は今もずっと持っています．

問：なぜ，McGi11大の大学院へ行かれたのですか．

一当時日本に氷河の研究をしている大学はありません

でした．大学院1年の頃r南極観測隊に入れてほしい」

と志願してみたところ，二週間後に吉川先生にrだめ

だ」と言われました．業務より勉強を先にした方がよい

とのご配慮だと思います．気にして下さったようで，し

ばらくたってからrカナダのMcGi11大なら北極に修士

の学生を送りこんでいて，教育もしっかりしている．」

と勧めて下さり，数ヵ月後（1966年9月）に行くことに

なったのです．未知のものを見たいという希望はここで

叶えられることになるのです．

問：修士課程の頃の研究や，そのご苦労はどんなでした

か？

一McGi11の氷河学の大学院課程は，（氷の）物理学，

気象学，地理学を含み，カナダで最初のinterdisciplinary

なコースです．

　明治以来，日本人留学生の多くは既に日本で地位を得

て，外国ではお客として過ごしましたが，僕は大学院一

年生から正規に登録しました．別の社会の価値観はその

一員にならないと理解できないと思ったからです．最初

の4ヵ月は日本の価値観で暮らしていましたが，クリス

マス頃を境にようやく北米のスケールでものを理解する

ようになりました．また特に講義やレポートでは英語に

困りましたが，多くのイギリスからの留学生の友人に恵

まれ助けてもらえ，互いに励ましていました．ケンブリ

ッジ大やオックスフォード大に修士課程がなく，それに

対してMcGi11大は修士の指導体制はイギリス連邦で一

番しっかりできていたので，彼らも母国を一時離れて教

育を受けに来ていたのです．修士論文まで普通の人でも

約2年半かかり，博士課程のレベルの一人前のテーマを

研究します．僕は，北極の氷・海・地面を含む複雑な地

表面の放射収支をテーマにしました．

　日本では正野重方先生にr気象力学が気象学の花であ

る」とまで教えられましたので，カナダで講義の多かっ
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た小気象（r放射」やr接地境界層」）は最初いやいやや

っていました．しかし，気候の成因と変化を論じるため

には大気大循環と熱収支とを切り離せないとあとになっ

てわかり，「heat　sinkとしての極地」の研究の基礎とし

て小気象の講義はおおいに役立ちました．気候の問題は

r運動」だけでなくr熱」そしてr物質」を考えるとい

う点で総合科学です．正野先生の言われた重点をとらえ

るのは大切ですが，他を捨てるべきではなく，いろいろ

な分野の人が貢献できるのが気候学だと思います．

　修士論文の熱収支の仕事は，その時点では大気候には

つながらないと思ったので，方法論の開拓に主眼を置き

ました．土壌や植生への影響も重要と思い，あとで蒸発

散量や融雪の時間変化といった量の計算に応用できるよ

う考えました．その甲斐あって10年以上経っても引用し

てもらえて嬉しいです．また，このとき利用したコンピ

ューターによる計算は，東大時代の松野先生の学部演習

が大きな助けになりました．

問：その後（1970年7月）にスィスのETHへ移られる

きっかけは何ですか？

一1969～1970年はFritz　MUller教授が中心になって

発足した北極研究グループ（氷河力学・気候学・海水の

3部門）に研究助手として参加して，F・MUller先生が

氷河力学，オラー・ヨハネセンが海氷，僕が気候部門の

長となり，本格的にr北極における地表と大気の熱収

支」に取り組みました．

　1970年にETHに行かれるF・MUller先生に自分も

ついて行くことになったのです．

問：博士論文では北極研究をさらに続けられたのです

ね．

一ええ，北極の表面（海洋，氷河，ツンドラ）の熱収

支を調べました．北極の気候の地域差及び全球に対する

北極の役割を考えたかったのです．それまでは，北極地

方は冬は真っ暗のため地域差がないが，夏はアルベドの

ために地域差が生ずると言われていました．夏のアルベ

ドは氷河の消耗域と酒養域，海氷の多年氷と・一年氷，ツ

ンドラとその南のタイガ，というように確かに違いがあ

りますが，そのアルベドの差にも関わらず北極地方の正

味放射は均一だとわかりました．Budykoの地表面熱収

支の気候学では，気温や気圧傾度の地域差は説明しぎれ

ないのです．実は，この地域差の原因は，Budykoが無

視していた融解の潜熱にありました．夏の北極の正味放

射は中緯度と同じくらいなのに北極が寒いのもこういう

理由です．

42

　今思うと，要領のいいやり方ではなかったのでしょう

が，納得のゆくところまでやろうと思って博士論文を出

すまでに10年もかかりました．自然を素直にみてゆくこ

とが大切であり，まだまだ発見の時代は終わっていない

なと思います．

問：その10年間，一番のご苦労は何でしたか．

一勉強も北極調査も好きだから苦労などとは思いませ

ん．確かに人里遠くでの，フィールド調査には困難があ

ります．観測機材が壊れても自分で修理するか，その一

台を諦めて他の機材でやりくりするしかありません．で

も，真夏にスキーもできます．物質的にprimitiveな生

活もかえって簡素な人生の美しさを感じさせる，まさに

「simple1挽and　high　thinking」です．

　ただ一つだけ苦しんだのは，恩師との関係です．自分

の能力が上がるに連れて，MOller先生の冷たい圧力を

受けるようになりました．先生は国際機関の仕事など管

理的な仕事におわれて研究ができなくなり，いらだった

のでしょう．自分が先生を助けてグループをリードする

責任を果たそうとの努力も，先生からはラィバルと見な

され，苛酷な仕打ちを受けました．先生の人生の最期ま

での5年間くらい（1975～1980）は僕にとって逆境の時

代でしたが，自分の学力を培う以外にないと思い勉強に

励みました．この経験は自分が指導者になったときの教

訓として生かされ，今は，若い人々にはチャンスを作る

よう努力しています．

問：GARP関連の国際協力事業にも携わっておられま

すね．

一POLEXでは，北極のポリニアNorth　Waterの成

因と大気に対する影響を調べました．ポリニアのdocu。

mentationとして一番詳細な仕事だと思います．

　ALPEXでは，スイスの8箇所のラジオゾンデ観測

所のうち，自分たちはアルプスの山中では唯一の観測点

を受け持ちました．ECMWFの欲していた山のr真

中」のデータをとれましたし，粗っぽい（約500mの

山・谷の落差の）地表面上で2000mまで発達する境界

層を考えるうえで役立ちました．山のリッジの上に風の

シアーの強いところを発見し，自由大気と地表の間の運

動量・顕熱・水蒸気の交換量をはかりました．

問：最近のお仕事の重点は何でしょうか．

一現在は大きく分けて二つの仕事に力を入れていま

す．

　一つは氷床の拡大・縮小・維持と気候についての問題

です．特に，グリーンランド氷床がなぜ今も残っている

、天気”35。7．



のか，これから果して安定に存在するかという大問題に

とり組んでいます．グリーンランドは最終氷期に広がっ

た北大西洋氷床の幾つかのピークの一つですが，高度と

広さを確保していたおかげか，今も残っています．しか

し，消耗域が18％もあり，質量バランス的に平衡の限界

にあるため，今後の気候変化で（例えばCO2の増加に

より）気温が上がると，1000年のオーダーで融けること

が考えられます．実はこの問題は北半球だけでは話が閉

じず，南北両半球を考える必要があります．ところが南

極にあるのはこれまたr変な」氷河です．南極では消耗

域は5％以下で，（質量の）収支均衡線（Equilibrium

line）は海面すれすれにあります．そのため，消耗の原

因は融雪よりもcalving（氷山の分離）が主です．しか

し，calvingのメカニズムはよくわかっていないため，

例えば気温が上がったとき消耗率がどう変わるかとい

った計算ができないのです．また，氷河の力学の中で

特に底滑りのメカニズムもはっきりわかっていません．

底滑りには四つの要因が考えられ，それは①再凍結

（regelation），②enhanccd　plasticity（底に非等方法線

方向ストレスが生じ氷が変形しやすくなる性質），③ス

トレスによる再結晶，④氷河の底の水による潤滑化

（lubrication）です．①②③といったものはある程度わ

かってきましたが，④はほとんどわかってません．この

ため，不安定な西南極氷床の維持や，東南極のsurgeの

有無などが説明できないのです．今，大気大循環モデル

に組み込む氷のパラメタリゼーションの開発も研究して

いますがまだまだむずかしい問題があります．

　もう一つの仕事は，Budykoの仕事（1963）を拡大し

てgloba1な熱収支atlasをつくることです．Budyko

の計算は定1生的にはよいのですが，極地（北緯70度以

北，南緯60度以南）を入れていないこと，地域によって

精度が違い，特に海洋上がよくないこと（誤差約30％），

IGYの実測値すら入ってなく経験式に頼っていたこと，

時間変化項を（長期変動があるにも関わらず）無視した

こと，融氷の潜熱を無視したことなどの欠点がありま

す．自分たちのグループはこれらの点を踏まえ，地表の

実測値と衛星データを慎重に選び，計算機に入力してい

ます，1991年完成を目指すこの“Global　Energy　Balance

Archive”のプ・ジェクトはWMOでもWCPの一環
として認められ，世界中から実測値が集まってきまし

た．特に気候の長期変動と熱収支との関係には興味があ

ります．

　外因としての太陽放射の変化については，ミランコビ
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ッチのいう地球の軌道要素に伴う日射量変化が重要だと

思い，新しい軌道計算に基づいて季節別日射量の表をす

でに作りました（Atlas　of　Solar　Climateとして出版）・

Lorenzの言う内因によるintransitivityの具体的内容は

何かということをこれから考えていぎたいと思います．

　結局おおまかに言って仕事は二本だてです．氷床の謎

を解くような仕事は，非常におもしろくまた重要な問題

ですが何も出ずに終わる可能性もあります．他方，熱収

支atlasを作るのは1angwierig（退屈）な仕事ですが

確実に成果が上がります．両者とも普遍的なテーマであ

り，二つの異質の仕事を並行して行う事で多くの人々が

協力しあう場になります．世界の科学者に役立つよう願

っています．

問：日本と北米とヨーロッパの大学の教育を比較してみ

るといかがでしょうか．

一教養課程（東大では駒場）までの教育は，日本はし

っかりしていると思います．学部後半の専門課程もレベ

ルが非常に高く，優れた講義が多いと思います．でも僕

らの頃は決して親切ではありませんでした．正野先生や

永田武先生などの講義は，内容はすばらしいのです

が，わからない学生は来るなと言わんばかりの感じでし

た．あとで復習してみると実はそれほど難しくない，つ

まりちょっとヒントを言ってくれればよかったのです．

　大学院は，日本では少し放任的すぎると思います．講

義はもう少し体系だててやるべきだと思います．僕の学

んだMcGi11大では，毎週宿題が出されて高度な理解を

求められました．最初は小学生扱いされているようで不

愉快で，もう北極に行かせてもらったら帰ろうと思った

ほどです．しかし，あとで考えてみると，遅くとも大学

院を終えたレベルでプロとして活動させるためには，知

識の多くなった今の時代は放任では無理で，advanced

lectureや演習をしっかりする必要があるのです．

　ヨーロツパでは，例えばノルウェー・スエーデンなど

の大学院は講義すらなく，学部卒くらいで学者になれた

19世紀の保守的制度そのままで，これはよくありませ

ん．ETHでは最近本格的に大学院の講義をするように

なりました．ほとんどの先生は講義には原稿を用意して

きます．僕は教材を大学出版部から出しています、

　指導者は，学生の能力を見いだして伸ばす努力をする

こと，大事なこととそうでないこととがわかるようある

程度重点中心主義に教えることも必要です．

　若い人に言いたいことは，いい先生を積極的に求める

こと．逆に，ここでは何も学べないと思ったら長居をし
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ないで去る勇気を持つべきだということです．また，若

い頃の素朴な疑問は意外な問題の糸口ですから積極的に

質問をすべきです．日本やヨー・ッパの学生は北米の学

生に比べて少しおとなしすぎると思います．

問：大学の組織はどうなっているのでしょうか．

一ドィツ，スィスでは一般にきっちりした講座制で

す．ただし終身雇用ではありません．ETHでは教授は

約10年でそれまでの業績が評価されます．講座の長が代

わると下の人も全員代わるのが原則です．他の大学も似

たような制度なので，移るわけです．日本的講座制は学

派が確立されやすく良い伝統がでぎますが，古い内容に

’しがみつく危険もあります．自分の殻をやぶれる人がリ

ーダーなら有効だと思います．

　ETHはスイス唯一の国立大学で，政府（内務省）か

らほぽ独立した7人の委員会が運営しています．最近改

組があり，僕が主任を勤めている地理学教室は，大気物

理学，（固体）地球物理学，土壌物理学といっしょに

r環境物理学部」を構成するという案を出して承認され

ました．1987年の10月から発足しました．

問：研究グループの運営についてはどのようなことに心

がけていらっしゃいますか．

　　気候学は総合科学であり，個人の能力では覆いきれ

ません．各個人の得意不得意を考えて能力を生かすよう

な，共同研究の体制が必要になってきます．ETHの気

候の講座では，地理学出身の人もいますが，他に理論物

理学者，数学者，水文学者，コンピュータの専門家とい

った人にも働いてもらっています．装置を作る技術者も

いて，市販されていない観測装置を開発しています．最

近は日射計の検定装置を開発しました．共同研究の中で

も研究そのものは研究者個人の頭の中で起きるものです

から，共同のテーマと少しはずれている個人の興味を

enco皿ageするようにしています．共同プロジェクトの

テーマがまともなら，いい研究者は必ず戻ってぎます．

　基礎研究と同時に応用もやっています．たとえば，水

文学の講座ではラィン川の水位の予報をしています．ベ

ルリン自由大学の天気予報もそうですが，大学病院と同

じように大学の業務を持っているわけです．業務を持つ

と真剣になるので，よいことだと思っています．

問：大学院の学生の待遇はどうなのでしょうか．

　　修士をとっているかどうかによっても違いますが，

博士をとるまでにはだいたい5年かかります．大学院生
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には，スイスの科学基金からもらっている研究費の中か

らサラリー（1人月15万から23万円）を出していて，ア

ルバィトをしないで勉強できる条件を作ることにしてい

ます．この基金は若い人への人件費を重視しているので

す．授業料は安いのですが，生活費はもちろんかかりま

すし，3年に1回の外国への大巡検には補助のほか本人

負担も12万円ほどかかるので，貯金をさせています．

問：日本にはどういうことを期待されますか．

　　政治，経済などいろいろな方面で，国際社会で生き

ていく人材が求められています．もっと多くの若い人が

外に出ることが必要です．ただし学部は日本でやること

を勧めます．日本の学部教育は・一流だし，最初は自分の

言語で考えをまとめる能力を養ったほうがよいと思うか

らです．その後外国の大学院で正規の修士，博士の学生

として身を入れて勉強するのがよいでしょう．お客さん

でちょっと見てくるのとは違います．日本政府には，学

生が外国で勉強するための奨学金を出してほしいと思い

ます．外国で勉強するのは必ずしも日本に持ち帰るため

ではないのですが，日本社会でも外国できちんと勉強し

てきた人を受け入れるべきです．大学院を2年休学する

と今の制度では退学しなくてはなりませんが，復学でき

るようにしてほしい．また就職の面でも，外に出た人を

雇う企業が少しずつ増えてきましたが，研究機関でも積

極的に受け入れてほしい．そういう人がそろってくれ

ば，外国との交流はおのずと密接になるでしょうから．

　r半分実験，半分理論屋」を自称なさる先生は半年間

の滞在中，目欧で集めた1万年前以降の気候変化のデー

タを比較検討する共同研究を阪口　豊教授となさる一

方，北大，東大，名大，筑波大などで集中講義をこなさ

れ，ひっばりダコの忙がしさの様子だ．講義を聴いた学

生の中から，気象学・気候学・雪氷学といった分野にこ

だわらない研究を志す者も出てくるかもしれない．先生

のように常に基礎を大切にする態度があってこそ，研究

の幅も広がるのだと印象を強くした．

　ETHでは環境物理学部長の大役が待っているため，

先生は予定を早めて三月末に帰国なさった．研究分野の

開拓のご苦労を表に出さないオペラ歌手のようなお顔を

拝し，人望厚く暖かいお人柄にふれることができ，とて

も元気が湧いた．

　　　　　　　　　　　　　　（東大・理・大内彩子）

、天気”35．7。


